
1

ＧＴＩＮの運用基準
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ｅｅ--お菓子ねっと運営委員会お菓子ねっと運営委員会
１

２００７年３月迄に

卸売業様の対応が必要

（ＧＴＩＮ説明資料）
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－ はじめに －

今回のGTIN説明は2007年３月の開始に当たって、メーカ／卸売業がスムーズに対応が

可能となるように、具体的な方策をまとめたものです。

２

＜はじめに＞

今回のGTIN資料は2007年３月のＧＴＩＮの本格開始に当たって、
メーカ／卸売業がスムーズに対応が可能となるように、具体的な

方策をまとめたものです。
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３

1. ＧＴＩＮ (Ｇlobal Ｔrade Ｉteｍ Ｎumber) とは

商品コードを全て14桁に包括して表す国際標準のコード体系

Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３ Ｔ４ Ｔ５ Ｔ６ Ｔ７ Ｔ８ Ｔ９ Ｔ１０ Ｔ１１ Ｔ１２ Ｔ１３ Ｔ１４

ＩＴＦ－１４桁 Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｃ

ＪＡＮ－１３桁 ０ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｃ

ＪＡＮ－８桁 ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｃ

２. ＧＴＩＮ の利用方法

① 国際標準の商品識別コードとして,14桁に統一して

② ＪＡＮシンボル（バーコード）は１３桁／８桁と変わらないが、GTIN上は１４桁で表記する

アメリカ：UPC12桁 ヨーロッパ：ＥＡＮ13/8桁 日本：JAN 13/8桁

アメリカ／ヨーロッパ：ITF１４桁 日本：ITF16桁/ＩＴＦ１４桁

企業間データ取引（ＥＤＩ）や商品マスター管理等で利用する

① ＪＡＮ : 消費者購入単位コード（POSで利用）

② ＩＴＦ : 物流識別商品コード（入出庫検品で利用）

ＵＰＣ－１２桁 ０ ０ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｃ

１．ＧＴＩＮとは、Ｇlobal Ｔrade Ｉtem Ｎumberの略であり、

ＪＡＮ／ＩＴＦを１４桁で表記した国際標準の商品コードです。

２．ＧＴＩＮの利用は、主に、ＥＤＩや商品マスター管理での

統一的な商品コードとして利用します。

※ ＪＡＮはＧＴＩＮコード上は１４桁になりますが

ＪＡＮシンボル（バーコード）は現行通り変わりません。
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４

３－１． ＧＴＩＮ による大きな影響

② ＩＴＦコード（集合包装用商品コード）の１４桁への切り替え

③ ＩＴＦコード（集合包装用商品コード）の２つの表記方法の容認

① 国際標準による商品アイテムコードの設定基準の徹底 (ＪＡＮ/ＩＴＦ)

④ 集合包装（ボール、ケース）への単品商品ＪＡＮコード（シンボル）の印刷廃止

ITF16桁 ITF1４桁

一致型 不一致型または ｼｽﾃﾑ対応

単品JAN 内箱ITF

新ルール現ルール

JANｱｲﾃﾑ JANｱｲﾃﾑ

単品JAN表記は

ルール違反

３－１． ＧＴＩＮ による大きな影響

① 国際標準による商品アイテムコードの設定基準の徹底 (ＪＡＮ/ＩＴＦ)

現行のＪＡＮ／ＩＴＦの設定基準は、国際標準に遵守されていない

場合がありますが、新しい設定基準の徹底を行ってください。

② ＩＴＦコード（集合包装用商品コード）の１４桁への切り替え

ＩＴＦ１６桁はＧＴＩＮで表記出来ませんので利用中止となります

２０１０年３月までに、ＩＴＦ１４桁に変更して下さい。

③ ＩＴＦコード（集合包装用商品コード）の２つの表記方法の容認

２００７年３月から、ＩＴＦの付番、単品ＪＡＮとＩＴＦのアイテム部分が

一致型と不一致型のＩＴＦの流通が開始されます。卸・小売業での入出荷

検品システムのシステム対応等の影響が出てきます。

④ 集合包装（ボール、ケース）への単品商品ＪＡＮコード（シンボル）の印刷

長年、内箱（ボール）に単品のＪＡＮシンボル表記が行われてきましたが、

ＧＴＩＮの原則から外れている為、ケースのＩＴＦ１４桁化と併せて、

ボールには、ボール用ＩＴＦ表記に変えます。
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３－２． 国際標準の付番ルール

① 商品の基本的な要素が異なる場合 （ＪＡＮを変更する条件 ）

商品名、商品ブランド名、商品銘柄・等級が異なる場合。

商品のタイプと種類(希望小売価格、味、原材料、サイズ、販売単位)が異なる場合。

商品の正味量 (重量、容量など)が異なる場合。

セット商品で価格または中身の商品組み合わせが異なる場合。

ボーナスパック、コンビネーションパック、季節商品、ｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞ･ﾜｲﾝｅｔｃ

③ 再利用までの期間 ( ＩＴＦも含みます )

ブランドオーナーによって終売とされた日付より最低４８ヶ月（４年）経過するまで

別の商品には使用しない

再利用する場合は流通在庫がなくなっていることを確認の上使用する

② 商品の荷姿が異なる場合 ( ＩＴＦを変更する条件 )

集合包装に入っている単品の入り数が異なる場合。（外箱／内箱）

小分け包装単位の小分け包装形態が異なる場合。

集合包装の荷姿・包装の種類が異なる場合。(「バンド掛け」、「半裁品」含む)

新ルールでは軽微な商品変更等の場合、ＧＴＩＮを変更しないのが原則ですが、物流上、ブランド
オーナーが変更した方が得策と判断した場合は変更も可能です。

５

３－２． 国際標準の付番ルール

① ＪＡＮを変更する条件

商品の特質、価格、内容表示が変更となった場合に変えます。

ボーナスパック、ｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞワイン等商品を差別化する場合。

② ＩＴＦを変更する条件

集合包装に入っている単品入数変更、荷姿・包装の種類が異なる場合。

軽微な商品変更等の場合ＧＴＩＮを変更しないのが原則です。

ブランドオーナーが得策と判断した場合は変更も可能です。

③ 再利用までの期間 ( ＩＴＦも含む )
終売日より最低４８ヶ月(４年)経過するまで、別の商品には使用しない。
再利用する場合は流通在庫がなくなっていることを確認する。

※ ＧＴＩＮの大原則

① ＪＡＮ：消費者購入単位にはＪＡＮ（単品・ボール・ケースあり）

② ＩＴＦ：集合包装用ＧＴＩＮ（ボールも集合包装）

③ 同一包装形態には１つのＧＴＩＮ

消費者にボール売り、ケース売りする場合は、単品ＪＡＮ不一致型とし

ボールＩＴＦ＝ボールＪＡＮ，ケースＩＴＦ＝ケースＪＡＮとなる



6

単品ＪＡＮ ４９＋１１２２３＋０１１２３＋ＣＤ

基本品：１を使用する

ケースＩＴＦ １＋４９＋１１２２３＋０１１２３＋ＣＤ

入り数違い品(２～７）またはボール（８）を使用する

ケースＩＴＦ ２＋４９＋１１２２３＋０１１２３＋ＣＤ

ボールＩＴＦ 8＋４９＋１１２２３＋０１１２３＋ＣＤ

（ボール形態が２つある時は７を使用する）

※ 直接、消費者にボール販売・ケース販売する場合はボールＪＡＮ・ケースＪＡＮが

必要となるが、この場合は不一致型の採用となる、

３－３． 集合包装用コード（ＩＴＦ）一致型の具体例

メリット

ＪＡＮコードが内包されているためＩＴＦコードから単純に単品ＪＡＮコードを求められる

デメリット

ＰＩ（ＩＴＦコード上１桁目）が不足する可能性がある

消費者にボール販売・ケース販売をおこなう場合は、不一致型で行う

＊ケースＪＡＮ：ケースで消費者に販売する場合、単品ＪＡＮとは違うコードが必要

ケースで消費者に販売しない場合は不要です。

６

３－３ 集合包装用コード（ＩＴＦ）一致型の具体例

① ＩＴＦコードに単品のＪＡＮのアイテムコードが内包されている為、

変換マスターがなくてもＪＡＮコードが求められるのが最大のメリット。

② ﾊﾟｯｹｰｼﾞ・ｲﾝｼﾞｹｰﾀが１桁しかない為、ＩＴＦ付番に苦労する。

③ 消費者に、直接、ケース販売・ボール販売する場合は、ケースＪＡＮ・

ボールＪＡＮを付番する為、不一致型を採用しないといけない。
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単品ＪＡＮ ４９＋１１２２３＋０１１２３＋ＣＤ

基本品

ケースＩＴＦ ０＋４９＋１１２２３＋０１１２４＋ＣＤ

ケースＪＡＮ ４９＋１１２２３＋０１１２４＋ＣＤ

入り数違い品またはボール

ケースＩＴＦ ０＋４９＋１１２２３＋０１１２５＋ＣＤ

ケースＪＡＮ ４９＋１１２２３＋０１１２５＋ＣＤ

ボールＩＴＦ ０＋４９＋１１２２３＋０１１２６＋ＣＤ

ボールＪＡＮ ４９＋１１２２３＋０１１２６＋ＣＤ

３－４. 集合包装コード（ＩＴＦ）不一致型具体例

メリット

ケース販売をおこなう場合、荷姿に対するＧＴＩＮは１つになる

ＩＴＦの付番が容易である（全て別アイテムとなる）

デメリット

単品ＪＡＮを利用した検品システムなどはＩＴＦから単品ＪＡＮをもとめる仕組みを

つくらなければならない。

＊ケースＪＡＮ：ケースで消費者に販売する場合、単品ＪＡＮとは違うコードが必要

ケースで消費者に販売しない場合不要です。

７

一致

一致

不一致

一致

３－４ 集合包装用コード（ＩＴＦ）不一致型の具体例

① 単品ＪＡＮは、ケースＩＴＦから判別出来なくなり、常に、紐付け変換

を行わないと認識出来ない。

② ケース販売する時は、ケースＩＴＦとケースＪＡＮのＧＴＩＮは一緒

となり、ＩＴＦを変える場合はＪＡＮも変える必要がある。

③ ＩＴＦのﾊﾟｯｹｰｼﾞ・ｲﾝｼﾞｹｰﾀは常に“０”である。




